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郷
土
博
物
館
は
今
年
の
十
一
月
一
日
に

開
館
か
ら
三
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ

で
、
ま
ず
博
物
館
の
開
館
へ
の
あ
ゆ
み
を

た
ず
ね
ま
す
。

■
展
覧
会　

足
立
区
の
遺
産
の
展
覧
会

は
、
は
じ
め
特
設
会
場
で
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
戦
前
の
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年

に
は
区
内
の
新
聞
社
が
主
催
し

て
「
郷
土
教
育
資
料　

足
立
区

名
宝
展
覧
会
」
が
千
寿
第
二
尋

常
小
学
校
を
会
場
に
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
（
詳
細
未
詳
）。
戦

後
の
昭
和
二
十
七（
一
九
五
二
）

年
に
は
当
時
編
さ
ん
さ
れ
て

い
た
『
足
立
区
史
』（
昭
和

三
十
・
一
九
五
五
年
の
刊
行
）

に
合
わ
せ
、
当
時
の
区
議
会
議

事
堂
で「
足
立
区
史
料
展
覧
会
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
同
書
に
そ

の
目
録
が
あ
り
数
多
く
の
資
料

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
公
開

は
成
功
し
ま
し
た
が
、
資
料
保

存
は
進
ま
ず
、
い
く
つ
か
の
遺

産
は
、現
在
、行
方
不
明
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
郷
土
資
料
室　

そ
の
後
、『
新
修
足
立

区
史
』
の
刊
行
を
き
っ
か
け
に
、
昭
和

四
十
四
（
一
九
六
九
）
年
に
誕
生
し
た
の

が
中
央
図
書
館
郷
土
資
料
室
で
し
た
。
郷

土
博
物
館
の
前
身
で
現
在
の
梅
田
図
書
館

の
一
室
に
あ
り
ま
し
た
。
長
く
活
動
を
続

け
、
昭
和
六
十
一（
一
九
八
六
）年
十
一

月
一
日
に
、
そ
の
役
割
を
引
き
継
ぎ
当
館

が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

■
資
料
保
存　

博
物
館
の
最
も
重
要
な
役

割
は
貴
重
な
遺
産
を
将
来
に
伝
え
る
こ
と

で
す
。
そ
の
機
能
を
果
た
す
た
め
、
博
物

館
で
は
何
が
貴
重
な
遺
産
な
の
か
、
そ
し

て
収
集
す
る
べ
き
か
を
探
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
注
目
さ
れ
る
美
術
や
歴
史
資
料
の

大
多
数
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
と
の
連
携
で

発
見
さ
れ
、
専
門
家
・
他
館
の
協
力
を
得

て
評
価
し
、展
覧
会
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

■
遺
産
の
継
承　

開
館
し
た
頃
に
は
狩
野

派
の
作
品
の
伝
来
や
、
琳
派
絵
師
と
谷
文

晁
一
門
の
絵
師
が
交
流
す
る
舞
台
だ
っ
た

こ
と
も
未
解
明
で
、
戊
辰
戦
争
の
関
連
資

料
も
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
の
み
で

し
た
。
し
か
し
多
く
の
方
の
ご
協
力
で
、

資
料
の
解
明
や
発
掘
が
進
み
現
在
は
全
国

的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
遺

産
の
発
見
と
継
承
を
ご
紹
介
す
る
展
覧
会

を
開
館
記
念
日
の
十
一
月
一
日
か
ら
開
催

し
ま
す
。
詳
し
く
は
広
報
・
チ
ラ
シ
・
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
ご
覧
下
さ
い
。

�

（
郷
土
博
物
館
）

11月 1日で開館30周年
足立区の遺産の継承

郷土博物館「アラサーみゅーじあむ」展の開催

昭和 44（1969）年　中央図書館郷土資料室の展示室　場所は今の梅田図書館の一室。
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弘
法
大
師
御
詠
歌 

二
十
一
首

小
　
川
　
政
　
秋

　
『
弘
法
大
師
御
詠
歌
集
』（
函
館
中
央
図

書
館
所
蔵
・
国
文
学
研
究
資
料
館
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
所
収
）
は
、宝
暦
九
（
一
七
五
九
）

年
発
行
の
和
本
で
、
弘
法
大
師
御
作
と

伝
わ
る
二
十
一
首
の
御
詠
歌
が
、「
大
坂

二
十
一
ケ
寺
」と
共
に
書
か
れ
て
い
る
。「
大

坂
二
十
一
ヶ
寺
」
は
、宝
暦
三
（
一
七
五
三
）

年
に
開
創
さ
れ
た
二
十
一
ケ
所
参
り
最
初

の
霊
場
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
御
詠
歌
は
、
漢
字
ま
じ
り
で
書

か
れ
て
お
り
、
第
六
番
の
前
の
行
に
「
○

是
れ
よ
り
六
字
念
佛
哥
と
い
ふ
」
と
の
注

記
が
あ
り
「
な
む
あ
み
た
ふ
」
の
音
に
そ

れ
ぞ
れ
「
南
無
阿
弥
陀
佛
」
の
一
字
を
あ

て
は
め
た
御
詠
歌
が
六
首
続
く
。（
一
覧

参
照
）
こ
の
六
字
念
仏
哥
は
、「
江
戸
六

阿
弥
陀
」
の
御
詠
歌
に
も
見
ら
れ
る
。

　

更
に
、
台
東
区
の
有
形
文
化
財
の
一
つ

に
、寛
政
二
（
一
七
九
〇
）
年
開
版
の
「
弘

法
大
師
二
十
一
ヶ
寺
御
詠
歌
所
附
」
版
木

が
あ
り
、『
台
東
区
有
形
文
化
財
報
告
書

第
二
十
三
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
大

坂
で
『
弘
法
大
師
御
詠
歌
集
』
が
出
版
さ

れ
て
か
ら
僅
か
に
三
十
一
年
で
、
江
戸
で

同
じ
よ
う
な
本
が
出
版
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

　

こ
の
版
木
の
御
詠
歌
は
、
全
て
平
仮
名

で
表
記
さ
れ
て
お
り
、
全
て
『
弘
法
大
師

御
詠
歌
集
』
の
御
詠
歌
と
同
じ
御
詠
歌
を

収
録
し
て
い
る
。
た
だ
残
念
な
が
ら
、
台

東
区
の
文
化
財
報
告
書
で
は
、巻
末
の「
弘

法
大
師
二
十
一
ヶ
寺
・
御
詠
歌
一
覧
表
」

で
漢
字
ま
じ
り
に
書
き
直
し
、
異
な
る
表

記
に
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、『
弘
法
大
師

御
詠
歌
集
』
と
は
意
味
の
異
な
る
御
詠
歌

と
見
え
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

弘
法
大
師
二
十
一
ケ
寺
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

■
弘
法
大
師
二
十
一
ヶ
寺
一
覧

札
番
　
　
札
所
名
　
　
所
　
在
　
地
　

　
一
番
　
圓
満
寺
　
文
京
区
湯
島
一

　
二
番
　
多
寶
院
　
台
東
区
谷
中
六

　
三
番
　
大
乗
院
　
台
東
区
元
浅
草
四

　
四
番
　
清
光
院
　（
廃
寺
：
下
谷
）

　
五
番
　
地
蔵
院
　
台
東
区
元
浅
草
一

　
六
番
　
不
動
院
　
台
東
区
寿
二

　
七
番
　
仙
蔵
寺
　
台
東
区
寿
二

　
八
番
　
大
徳
院
　
墨
田
区
両
国
二

　
九
番
　
龍
福
院
　
台
東
区
元
浅
草
三

　
十
番
　
自
性
院
　
台
東
区
谷
中
六

十
一
番
　
吉
祥
院
　
台
東
区
元
浅
草
二

十
二
番
　
成
就
院
　
台
東
区
元
浅
草
四

十
三
番
　
觀
蔵
院
　
台
東
区
元
浅
草
三

十
四
番
　
正
福
院
　
台
東
区
元
浅
草
四

十
五
番
　
西
光
寺
　
台
東
区
谷
中
六

十
六
番
　
威
光
院
　
台
東
区
寿
二

十
七
番
　
密
蔵
院
　
中
野
区
沼
袋
二

十
八
番
　
本
智
院
　
北
区
滝
野
川
一

十
九
番
　
長
久
院
　
台
東
区
谷
中
六

廿
　
番
　
延
命
院
　
台
東
区
元
浅
草
四

廿
一
番
　
霊
雲
寺
　
文
京
区
湯
島
二

　（
十
七
・
十
八
番
は
移
転
後
の
住
所
）

　
「
弘
法
大
師
二
十
一
ケ
寺
」
に
つ
い
て

は
、『
東
都
歳
事
記
』（
天
保
九
・
一
八
三
八

年
）
の
附
録
と
し
て
観
音
・
地
蔵
な
ど
各

地
の
札
所
を
列
記
し
た
も
の
の
中
に
あ
げ

ら
れ
て
お
り
、「
○
弘
法
大
師
二
十
一
ヶ

所
参　

未
詳
。
湯
島
霊
雲
寺
に
弘
法
大
師

廿
一
所
の
内
廿
壹
番
と
あ
り
。」
と
の
み

記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
霊
場
内
で
そ
の
後
、
廃
寺
や
移
転

と
な
っ
た
寺
院
は
三
ケ
寺
に
す
ぎ
ず
、
別

に
「
御
府
内
二
十
一
ケ
所
」
と
よ
ば
れ
る

札
所
も
あ
る
が
、
同
じ
寺
院
は
わ
ず
か
に

七
ケ
寺
と
少
な
く
、
札
番
ま
で
同
じ
寺
院

は
一
ケ
寺
な
の
で
、
全
く
別
の
霊
場
と
考

え
た
ほ
う
が
良
い
だ
ろ
う
。

　

関
東
地
方
に
残
る
二
十
一
ヶ
所
霊
場
の

記
録
の
中
に
は
、
や
は
り
寛
政
年
間
の
開

創
と
さ
れ
る
霊
場
も
あ
る
が
、「
弘
法
大
師

二
十
一
ヶ
寺
」
が
関
東
地
方
で
の
二
十
一
ヶ

所
参
り
最
初
の
霊
場
と
推
定
す
る
。

　

東
葛
二
十
一
ヶ
所
の
札
所
市
川
市
市
川

の
観
音
寺
の
大
師
堂
に
か
か
る
扁
額
に

は
「
東
葛
二
十
一
ヶ
所
第
一
番
霊
場
」
と

し
て
第
二
番
の
御
詠
歌
が
書
か
れ
て
い
る

が
他
の
二
十
一
ケ
所
霊
場
に
残
る
扁
額

は
、
札
番
だ
け
か
、
あ
る
い
は
同
じ
く
弘

法
大
師
作
と
伝
わ
る
御
詠
歌
を
書
い
た
も

の
で
、『
弘
法
大
師
御
詠
歌
集
』「
大
坂

二
十
一
ケ
寺
」
の
御
詠
歌
は
あ
ま
り
伝
承

さ
れ
て
は
い
な
い
。
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札
所
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
不
明

な
も
の
が
多
い
。
大
阪
と
江
戸
、
二
ヶ

所
に
残
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
資
料
は
、

「
二
十
一
ヶ
所
参
り
」
の
成
立
を
考
え
る

う
え
で
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

札
番
　
札
所
名
　
　
所
　
在
　
地
　
　
　

　
御
　
　
詠
　
　
歌

一
番
　
不
動
寺
　
豊
中
市
宮
山
町

忘
れ
て
も　

汲
や
し
つ
ら
ん
旅
人
の　

高

野
の
奥
の
玉
川
の
水

二
番
　
太
融
寺
　
北
区
太
融
寺
町　

法
性
の　

室
戸
と
い
へ
と
我
す
め
ば　

有

為
の
波
風
よ
せ
ぬ
日
ぞ
な
き

三
番
　
宝
珠
院
　
北
区
与
力
町　
　
　

山
た
か
き�

谷
の
朝
き
り
海
に
似
て　

松

ふ
く
風
を
浪
に
た
と
へ
ん

四
番
　
興
徳
寺　

天
王
寺
区
餌
差
町

か
く
ば
か
り�

だ
ら
ま
を
知
れ
る
君
な
れ

ば
た
ゝ
ぎ
や
た
迄
も
い
た
る
な
り
け

五
番
　
観
音
寺
　
天
王
寺
区
城
南
寺
町　

い
ふ
な
ら
く�

奈
落
迦
の
底
に
入
り
ぬ
れ

ば�

せ
ち
り
も
す
だ
も
わ
か
れ
ざ
り
け
り

六
番
　
四
天
王
寺
　
天
王
寺
区
四
天
王
寺

南
に
よ
り
も　

佛
り
ぬ
る
身
こ
そ
南
げ
か

る
れ　

佛
た
ゝ
び
わ
か
く
南
ら
ぬ
も
の
ゆ
へ

七
番
　
藤
次
寺
　
天
王
寺
区
生
玉
町

無
か
し
よ
り�

陀
の
み
し
こ
と
は
無
や
く

な
り�

陀
だ
ひ
と
す
ぢ
に
無
漏
に
入
へ
し

八
番
　
宗
恵
院
　 

天
王
寺
区
生
玉
前
町

阿
ぢ
き
な
き　

弥
を
す
て
ゝ
こ
そ
阿
の
世
ま

て　

弥
だ
の
ひ
か
り
を
阿
き
ら
か
に
み
ん

九
番
　
持
宝
院　
　
（
不
詳
）　　
　
　
　

弥
る
ひ
と
の　

阿
り
や
な
し
や
に
弥
ゆ
る

か
な�

阿
は
れ
は
か
な
き
弥
を
い
か
が
せ
ん

十
番
　
法
案
寺
　
中
央
区
島
之
内

陀
ち
ま
ち
に　

無
ら
さ
き
の
く
も
陀
な
び

き
て　

無
か
へ
た
ま
は
れ
陀
れ
か
と
ま
ら
ん

十
一
番
　
持
明
院
　
天
王
寺
区
生
玉
町

佛
み
も
み
ん　

南
が
ら
の
は
し
も
佛
り
に

け
る　

南
に
は
の
こ
と
も
佛
り
み
ふ
ら
ず
み

十
二
番
　
曼
茶
羅
院
　（
持
明
院
に
合
併
）

中
な
か
に　

人
里
ち
か
く
な
り
に
け
り　

あ
ま
り
深
山
の
お
く
を
た
づ
ね
て

十
三
番
　
青
蓮
寺
　
天
王
寺
区
生
玉
寺
町

世
の
中
は　

風
に
木
の
葉
の
う
ら
お
も
て

　

と
な
れ
か
く
な
れ
か
く
な
れ
と
な
れ

十
四
番
　
醫
王
院
　（
青
蓮
寺
に
合
併
）

か
へ
る
と
て　

む
な
し
か
る
ま
し
日
の
し

る
し　

玉
と
は
ち
す
の
光
き
え
ね
ば

十
五
番
　
正
祐
寺
　
天
王
寺
区
上
本
町

に
ご
り
江
に　

ひ
と
た
び
お
ち
ば
瀧
川
の

　

す
む
と
も
も
と
の
清
き
に
は
似
ず

十
六
番
　
櫻
本
坊　
　
（
不
詳
）

此
の
ほ
ど
は　

後
世
の
つ
と
め
も
せ
ざ
り

け
り　

阿
吽
の
二
字
の
あ
る
に
ま
か
せ
て

十
七
番
　
観
音
院
　（
正
祐
寺
に
合
併
）

ま
よ
へ
る
も　

さ
と
る
も
わ
れ
に
あ
る
な

れ
ば　

發
心
す
な
は
ち
至
る
な
り
け
り

十
八
番
　
報
恩
院
　
中
央
区
高
津

三
界
は　

た
び
の
や
ど
り
の
ご
と
く
な
り

　

一
心
は
こ
れ
も
と
の
居
と
こ
ろ

十
九
番
　
自
性
院
　
　
中
央
区
中
寺

た
ま
た
ま
も　

此
の
峯
よ
づ
る
と
も
が
ら

は　

そ
の
い
に
し
へ
の
え
に
し
悦
べ

廿
　
番
　
三
津
寺
　
　
中
央
区
心
斎
橋
筋

空
海
は　

虚
空
の
定
に
入
も
の
を　

心
せ

　

足
立
史
談
５
８
３
号
（
９
月
１
５
日
発

行
）
で
掲
載
さ
れ
た
佐
藤
貴
浩
氏
の
「
明

治
四
十
五
年
北
千
住
発
地
方
視
察
の
思
い

出
」
に
つ
い
て
、
当
時
の
実
業
視
察
団
の

募
集
資
料
（
写
真
参
照
）
が
手
元
に
あ
り

ま
す
の
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

募
集
の
主
題
は
関
西
、
中
国
、
四
国
、
信

越
、
実
業
団
視
察
団
で
、
そ
の
募
集
の
趣

旨
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

�

＊
本
文
意
訳
、
カ
ッ
コ
内
は
筆
者
記
入

　

❀　
　

❀　
　

❀　
　

❀　
　

❀

　

花
笑
い
鳥
歌
う
陽
春
の
最
も
幸
せ
の
季

節
と
な
り
ま
し
た
。
貮
等
借
り
切
り
別
仕

立
て
の
列
車
を
以
て
関
西
中
国
四
国
及
び

信
越
に
渡
り
、
実
業
の
視
察
を
遂
げ
途
次

皇
祖
の
大
廟
を
奉
拝
し
二
見
ヶ
浦
に
遊
び

奈
良
の
旧
都
を
踏
み
大
阪
よ
り
汽
船
に
乗

り
瀬
戸
内
海
の
風
光
を
愛
で
四
国
に
上
陸

金
毘
羅
神
社
参
詣
三
百
年
歳
の
大
典
を
拝

し
、
高
松
に
下
り
栗
林
公
園
を
見
、
宇
野

明
治
四
十
五
年
北
千
住
発

地
方
視
察
「
実
業
視
察
団
」

参
加
募
集
案
内
に
つ
い
て

相
　
川
　
謹
之
助

ば
く
も
穴
と
み
る
か
な

廿
一
番
　
宝
城
寺
　
　
藤
井
寺
市
北
條
町

阿
字
の
子
が　

阿
字
の
ふ
る
さ
と
立
出
て

　

又
立
か
へ
る
阿
字
の
ふ
る
さ
と

　
　
　
　

＊
「
大
阪
市
」
は
省
略
し
た
。

�

（
葛
飾
区
在
住
）

よ
り
岡
山
を
経
て
京
都
の
名
所
を
尋
ね
名

古
屋
よ
り
木
曽
路
を
経
て
連
峰
数
十
里
、

曲
が
り
く
ね
っ
た
蛇
の
よ
う
な
山
中
を
横

断
し
て
善
光
寺
に
詣
で
、
大
開
帳
を
拝
し

予
っ
て
碓
井
を
越
え
郷
地
に
帰
り
、
こ
こ

に
千
有
余
里
を
踏
破
し
ま
す
。
御
同
感
の

諸
彦
奮
っ
て
ご
賛
同
を
あ
ら
ん
こ
と
を
こ

ひ
ね
が
ふ

期　

日　
　

四
十
五
年
五
月
上
旬
（
日
時

は
追
っ
て
ご
通
知
い
た
し
ま
す
）
行
程
十
日

会　

費　

ハ
弐
拾
四
円
六
拾
銭
也

御
神
楽
、
参
拝
料
、
宿
泊
料
、
弁
当
料
、

汽
車
賃
、
汽
船
賃
、
艀
賃
、
名
所
案
内
料
、

会
員
参
百
名
、
締
め
切
り
四
月
二
十
日
但

し
満
員
の
節
は
繰
り
上
げ
ま
す

　

ご
賛
成
の
方
は
申
込
書
に
証
拠
金
貮
円

を
相
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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本
団
の
特
色

　
　

�
二
等
車
借
り
切
に
て
新
式
ボ
ギ
ー
車

を
用
い
最
も
優
待
を
す
る
。

　
　

�
医
師
、
看
護
婦
を
伴
い
万
一
の
準
備

を
尽
く
す
。

　
　

�

宿
泊
中
食
等
す
べ
て
相
応
の
も
の
を

用
い
最
も
精
選
し
た
る
も
の
な
り
。

　
　

�

伊
勢
太
廟
に
於
い
て
大
太
神
楽
を
奉

奏
し
伊
勢
音
頭
を
供
覧
し
微
古
館

五
二
館
を
視
察
す
る
。

　
　

�

琴
平
参
宮
正
会
員
に
し
て
会
員
名
簿

に
登
録
永
久
祈
祷
を
受
け
る
も
の
に

て
銀
製
メ
タ
ル
を
交
付
せ
ら
れ
且
つ

此
度
の
特
典
を
愛
く
。

　
　

�

本
宮
拝
殿
、
奥
社
殿
拝
、
御
酒
拝
戴
、

紀
念
盃
拝
戴
、
御
供
物
拝
戴
、
拝
詞

拝
戴

　
　

�

御
書
院
拝
観
（
五
十
年
に
一
回
ア
ル

ノ
ミ
）　

宝
物
拝
観
（
五
十
年
に
一

回
ア
ル
ノ
ミ
）

　
　

本
団
は
善
光
寺
に
於
い
て
大
勧
進
を

拝
観
す
る
。
尼
宮
殿
下
の
御
勧
請
を
拝
し

御
本
堂
に
於
い
て
大
施
餓
鬼
を
執
行
す

る
。
城
山
館
に
て
休
憩
茶
菓
子
の
饗
応
を

愛
く
。

　

発
　
　
起
　
　
人

東
京
府
千
住
町

荒
井
長
三
郎
（
橋
戸
町
・
武
蔵
屋
、
薪
炭

問
屋
）

市
川
甚
蔵
（
橋
戸
町
・
材
木
商
か
？
）

粉
川
銀
次
郎
（
河
原
町
・
粉
川
葛
餅
店
）

武
井
喜
右
衛
門
（
河
原
町
・
佐
野
屋
、
青

物
問
屋
）

岡
本
午
三
郎
（
河
原
町
・
谷
塚
屋
、
青
物

問
屋
）　

田
中
福
太
郎
（
仲
町
・
鳥
福
、
諸
鳥
鶏
卵

問
屋
）

杉
本
庄
三
郎
（
仲
町
・
鎌
倉
屋
、
小
間
物

化
粧
品
）　

鈴
木
儀
兵
衛
（
仲
町
・
大
谷
、
酒
類
問
屋
）

山
本
豊
三
郎
（
仲
町
・
鈴
木
商
店
・
寝
具

婚
礼
具
）

鈴
木
六
左
衛
門
（
仲
町
・
明
治
の
仲
町
郵

便
局
局
長
）

渋
谷
善
蔵
（
仲
町
・
川
善
、
米
穀
問
屋
）

加
藤
幸
三
郎
（
仲
町
・
鈴
幸
、
米
穀
問
屋
）

堀
内
亮
一
（
仲
町
・
堀
内
医
院
、
医
師
）

河
合
欣
三
郎
（
一
丁
目
・
河
合
白
酒
醸
造

元
）

古
暮
卯
三
郎
（
北
千
住
駅
前
・
古
暮
運
送

店
？
）　

石
橋
清
兵
衛
（　
　

不　
　

詳　
　

）

田
中
利
三
郎
（
北
千
住
駅
前
・
マ
ル
北
田

中
運
送
店
社
長
）

横
尾
儀
六（
三
丁
目
・
中
田
屋
、貸
座
敷
業
）

甲
田
五
郎
兵
衛
（
三
丁
目
・
米
穀
問
屋
）

田
原
伊
兵
衛
（
四
町
目
・
ゑ
ん
ま
寿
司
料

理
業
）

近
野
常
蔵
（
四
丁
目
・
増
田
屋
、
醤
油
店
）

名
倉
謙
三
（
五
丁
目
・�

骨
接
ぎ
の
名
倉
、

医
師
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

相
　
　
　
談
　
　
　
役

千
住
町
長　
　
　

中
　
村
　
　
　
　
賢

北
千
住
駅
長　
　

若
　
月
　
　
總
　
多

　
行
　
　
路
　
　
予
　
　
定

第
一
日�

　
北
千
住　

午
前
七
時
二
六
分
発

　
（
熱
田
神
宮
？
）

第
二
日
　
山
田　

午
前
五
時
着

　

�（
伊
勢
宇
治
）（
二
見
ヶ
浦
）（
伊
勢
大
神

宮
橋
）（
伊
勢
内
宮
）

第
三
日
　
山
田　

午
前
八
時
半
発

　
　
　
　

奈
良　

午
後
一
時
半
着

　

�（
春
日
神
社
山
門
）（
三
笠
山
）休
憩（
奈

良
）

　
　
　
　

奈
良　

午
後
六
時
発　

　
　
　
　

大
阪　

湊
町　

午
後
七
時
着

第
四
日
　
大
阪　

安
治
川
口
、
午
後
五
時
発

　
（
乗
船
加
茂
川
丸
、
鉄
製
旅
客
船
）

第
五
日
　
多
度
津　

午
前
五
時
着
、

　
　
　
　
多
度
津　

午
前
七
時
四
十
分
発

　
　
　
　
琴
平　

午
前
八
時
四
十
分
着

　

�（
讃
岐
金
毘
羅
神
社
及
び
奥
社
）（
琴
平

宮
額
堂
）

第
六
日
　
琴
平　

八
時
半
発　

　
　
　
　
高
松　

十
時
四
十
分
着

　
（
栗
林
公
園
）

　
　
　
　
高
松　

午
後
三
十
分
発
高
松
港

　

�

大
井
川
丸
乗
船
（
六
六
十
ト
ン
の
貨
客

船
）
安
芸
宮
島
、
宮
島
千
畳
閣
、
安
芸

厳
島
、
千
畳
閣
及
び
五
十
塔　

広
島
市

浅
野
泉
邸
、
広
島
城　
（
広
島
を
夜
行

で
出
発
京
都
へ
？
）

第
七
日
　
京
都　

午
前
五
時
着　

　

嵐
山
、
清
水
寺
（
そ
の
他
観
光
か
？
）

第
八
日
　
京
都　

午
後
一
時
発　

　
（
車
中
か
ら
木
曽
の
渓
流
を
眺
望
か
？
）

九
日
目
　
長
野　

午
前
九
時
二
十
分
着

　
（
善
光
寺
参
詣
）

第
十
日
目　

長
野　

九
時
十
五
発

　
　
　
　
　

北
千
住　

午
後
七
時
半
帰　

�

（
＊
カ
ッ
コ
内
筆
者
記
入
）

■
募
集
案
内
よ
り
見
え
て
き
た
こ
と

　

現
在
は
旅
行
会
社
で
団
体
旅
行
の
計
画

は
作
成
か
ら
実
施
ま
で
す
べ
て
行
っ
て
く

れ
る
が
当
時
こ
れ
だ
け
の
団
体
旅
行
は
発

起
人
の
力
が
必
要
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
発

起
人
の
人
々
は
千
住
の
商
人
を
は
じ
め
名

士
で
あ
り
ま
す
。「
募
集
の
趣
旨
に
ご
同

感
の
諸
彦
奮
っ
て
ご
賛
同
あ
ら
ん
こ
と
」

と
あ
る
か
ら
男
性
を
募
集
し
た
の
か
と

思
っ
た
ら
十
日
間
も
の
旅
行
に
女
性
も
参

加
し
て
い
る
の
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
費
用
が
二
十
四
円
六
十
銭
は
現
在

の
旅
行
会
費
に
換
算
す
る
と
幾
ら
に
な
る

で
し
ょ
う
か
、
参
考
ま
で
に
当
時
コ
メ
一

俵
六
十
キ
ロ
生
産
者
価
格
六
円
十
六
銭
で

す
（
米
価
年
代
表
に
よ
る
）

　

客
車
は
二
等
車
（
こ
の
時
代
一
等
車
か

ら
三
等
車
ま
で
あ
っ
た
）
で
借
り
切
り
新

式
の
ボ
ギ
ー
車
で
利
用
し
て
い
ま
す
。
ボ

ギ
ー
車
と
は
客
車
の
長
大
化
に
つ
き
一
台

の
客
車
に
車
軸
が
二
個
の
台
車
を
取
り
付

け
て
あ
り
、
カ
ー
ブ
の
曲
が
り
が
良
く
安

定
度
が
高
い
。
明
治
後
半
よ
り
多
く
使
用

さ
れ
ま
し
た
。

　

万
一
に
備
え
医
師
、
看
護
婦
を
同
行
し

て
お
り
、
宿
泊
先
の
旅
館
、
食
事
は
良
い

も
の
を
厳
選
し
て
い
ま
す
。
行
程
は
十
日

間
だ
が
二
日
ぐ
ら
い
余
計
に
か
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
明
治
四
十
五
年
七
月
三
十
日
に
明

治
天
皇
が
崩
御
し
て
明
治
時
代
が
終
わ
り

ま
し
た
。
こ
の
実
業
視
察
団
旅
行
が
秋
に

行
わ
れ
る
予
定
で
あ
れ
ば
お
そ
ら
く
中
止

に
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

�

（
足
立
史
談
会
　
役
員
）

上部欠損


